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墓地研究者にとって，墓標(gravemarlぽ r)は中心的な研究対象である.建築史学者は，墓石を建

築史の流れの中で分析し1) また文学者は墓碑の歴史的分析を行っている2) 社会学者は，コミュニテイ

の経済的な差異が，いかに墓石の大きさに反映しているかを調査している3) 歴史考古学者も，墓碑

に刻印されたさまざまなシンボルの出現時期の調査によって 過去の流行とそれにともなう人々の意

識の変化を復元しようと試みている4) 

地理学的分tl!}において 墓擦は墓地景観を構成する重要な要素のーっとして，その年代的変化5)や

文化集団による差異6)の分析が行われてきた. しかし，初期の文化地理学的研究は，墓標景観から解

説可能な事項を列挙し，その若干の事例を紹介するものであったため，研究方法は一貫せず，不徹底

なものであった.たとえば， Francaviglia7)は，オレゴン州， ミネソタ州，ウィスコンシン州のいく

つかの郊外墓地における墓石様式の変化を定量的に提示することによって，合衆国における墓石景観

の推移を一般化しようとしたが，文化地理学者のJeane)から厳しい方法論的な批判を受けた.

Francavigliaの墓標研究に関する Jeaneの批4=1jを要約すると， ( 1 )不十分なデータで一般化を行なって

いる， (2)郊外の墓地のみを対象とし，農村墓地を無視している， (3)墓標とその他のいくつかの景観

要素のみで墓地景観を代表させることはできない， (4)墓標のない墓を無視している， (5)墓石のスタ

イルのみに視点を置き，墓地のタイプに対ーする検討に欠けるというものである.Jeaneの指摘の中で，

方法論的に最も重要なものは，墓地景観の研究にはタイプ(~)とスタイル(様式)の区別が不可欠

であるということであろう.

家屋研究において発展させられたタイプとスタイルの概念は Newton9)によって次のように要約さ

れている.家屋のタイプは，文化集|歪に伝統的に受け継がれている形態的規範であり，空間的に差異

を示すが，時間的には比較的永続性を持つ.家屋ータイプの事例として，合衆患の台地南部に分布する

ペンタイプ，中西部を中心に各地に分布するアイハウス，フランス系ルイジアナに分布するアカデイ



60 

アンタイプなどがある.これに対して，スタイルは ~I/ IIIJ家によって考案された流行で、あり，文化集i引

によって受容の程度に走呉があることはあっても， 1走本i'1<) には ~;:=:II\] i' 1せな差 1)'11- よりも1I=:j:11"1 (I'-.Jな変化を顕

著に現す景観要素である.家屋建築におけるスタイルの事例としては，合衆国において]811上紀に流行

したジョージアンスタイル ]91日:紀前三ドから半ばにかけてのグリークリノてイノ〈ルスタイル， ] 91日:紀後

半のどクトリアスタイル 20世紀前:'1'-.のバンガロースタイルなどがある.伝MC(I句なーー般家屋の大多数

は，基本的にはその文化集!立!のタイフ。の家屋を建築し，そのポーチや~~などに当時:流行のスタイルの

装飾を加えている.したがって，文化景観の分析のときに，このjilrj者の区別があいまいになると，ポー

チの装飾として用いられているスタイルを文化集団特有なものと誤解したり，ある文化集団に 1~1I 1cf の

タイプをあるi時代の流行と誤解したりすることがある. 文文-化 j地色ω)別~II買Hドド目f乙守学:j

空i間;古剖J司]1的'1均i内句<)1差?主~:~~~弓5呉冬を 7示jι; す家}崖豆の夕イフプ。をその分和析?の仁!コ J心L心、として j成￡栄をあ Lげずてきた.

これらの概念を墓地景観に適用すれば， タイプは文化集凶にWS:有の墓地の規模， Hi'( ~J:. ， J:Ul葬形態，

フェンス，墓上構造物，装飾品，墓標なとごの複合的パターンを意味しスタイルは全面的にみられる

景観の変化，特に墓標の様式の変化を意味するであろう. Jeaneは， 1手rancavigliaの似究が，墓標の

スタイルにをあてているために，文化地理学の仁1:1心であるべき墓j出タイプの視点がなおざりにさ

れていると批判したのであった.

1980年代になると，墓地タイプの文脈の中で，芸襟を各文化~Iヨ!との関連性で、考察する j也 J:IJ!. ~~;: i'l~ iIJI: 

究が現れるようになった. Jordan 10)は，テキサス州におけるl、000以上の墓地観察に悲づいて，アン

グロサクソン系，メキシコ系， ドイツ系の墓地タイプの特徴を記述するi尽に， Ä~襟およびそこに刻印

された墓碑の分析をも行なった. また， Jeanell)も，台地刊における墓地タイプの墓燃の特徴の記

述を行なった. しかしいずれの矧:究も，文化集 1::1Iと墓 t~~71三態の関連'1'+の定tl: l'i'J記述を越えるもので

はなく，系統的，かつ定量的な分析に欠けていた.

筆者は，従来の研究の欠点をネmうために，墓地崇鋭分析の方法論を提示し 12) 系統的かつ定量的

にルイジアナ州の墓地タイプの設定を行しJペかつそれぞれの文化集出における慕上構造物と装飾

品1.1) および墓地植生の分析JS)を行なってきた.本稿は，その一連の研究の方法と視点を，

観の分析に応用し，ルイジアナナHの墓地タイプにおける墓標景観の実態を解明するものである

ルイジアナは，州の北部と南部による際だった民族構成のゆえに 文化研究者に注目されてきた

北ルイジアナに居住する大多数の人々は，スコットランド系アイルランド人のJ[l1のf混じったアングロ

サクソン系民族であり，彼らのほとんどは，保守的な福音派I'J<Jプロテスタントである.これに対して，

南ルイジアナの住民の大多数はフランス系であり，かつローマカト 1)")クの信者である.これに加え

て，ルイジアナ州の人口の30%を占める黒人は，主にミシシッピJ11やレッドリバー)11流j或のプランテー

ション地域や，ニューオーリンズやノてトンルージコーなどの都市にh~，.fL している.主主椋景観は， この南

北の地域，カトリック・プロテスタントの宗教，黒人・ I~~I 人の人種，者I$rl'f・ j見付の地域を視点として，

集i歪!が形成する墓地タイプの文JJJ長において分析される
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E 研究方法

ルイジアナナ1'1の墓標にl_Y(Jするデータは，筆者が1985年12月から1986年5月にかけて行なったルイジ

アナ州全域にわたる236のサンプル慕地の笑地調査から得られたものである.このサンフ。ルの1"111UJ，は，

ルイジアナ州全域をおおい，カト 1) 'Jクとプロテスタント墓地，白人と黒人慕地，都市と農村墓地そ

れぞれを含み，かつ主般的な偏りを最小限にするために，次のような基準によって行なわれた.まず，

ルイジアナ州をおおう62，500分の1各地7杉山から，その仁|コ心点に最も近い場所に存在する墓地が，そ

れぞれlつず、つ1111出された.ルイジアナ州よりも他州にかかるiIii積の方が大きい地形図は，サンプル

を i1ll ，LH する地形I~I から除外された.それに加えて，分析の対象となるためには，その墓地が1930年以

前に設立され，かつ調査当時においても使用されているものでならなければならないこととし，最も

地 I~I の中心点に近い墓地がこの2条件を満たさない場合は，次に中心点に近い墓地を 11JJ i~H することに

した.この抽出方法で， まず178の墓地が選定された

しかし，この方法では，サンプルに人口の多い都市や，地域に後勢な宗派の墓地が含まれていない

場合が多い 16) この欠点を補うために，これらの抽出墓地に加えて，それぞれの~m庁所在地(parish 

seat)から， 1つず、つ墓地がお11出された. 2つtJ、上の墓地が郡庁所在地に存在する場合には，その都市

の性絡を代表させると忠われる墓地を，その起源，人種，宗派などの観点から=j=IJI訴して選択した.こ

の方法は，幾分~l~意的であるが，合衆回南部の~~~J~J-~所在地には，必ずといってよいほど郡の中心的な

墓地が設計されているために 代表的な墓地の選択は，ほとんど問題なく行なわれた.この第2のサ

ンプリングによって58の墓地が加えられ，計236のサンプル墓地が決定した.

データの収集は，各々の墓地の観察，測定， 15:1'Jき取り，写真撮影などの野外調査によって行なわれ

た.調査票には，墓地の所有者，人種，宗派なとごの社会文化的属性に加えて，墓標形態をも含む景観

要素が記入された.墓標形態安素としては，墓標の有.1!1~，墓標の位置，材質，クロスの有無，像の有

無，墓標の形状などが調査項目に加えられた.

これらのデータを地図化するうえで，それぞれの墓地を形成する社会集団の属性を地図上に示した

(第 1I~I). 都市に立地する墓地は“s" (郡rY::所在地)や“u"(それ以外の人口1，000人以上の都市)

の記号で表され，カト 1) ';lク墓地(すべて白人が大多数を占める)は円形，白人がマジョリティを占

めるプロテスタント墓地は正方形，黒人のみによって構成されるプロテスタント墓地は三角形，そし

てユダヤ人墓地はひし形を用いて表現された.墓標景観要素はこの地図上に記され，集団との関連性

において分析された.

E 墓標景観要素

出-1 ~1!f;墓標の墓

墓標は伝統的に墓地研究者の関心の的とされてきたが，墓地タイプの文脈の中で景観を分析するた

めには，墓襟を持たない墓の存在を認識する必要がある 17)調査を行なったサンプル墓地の中では，

無墓標の墓は黒人墓地に数多く現れた(第 21翠).すべての白人墓地では，墓標を持つ墓が卓越して
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第 1図 サンプル墓地の分布

いるが，黒人墓地の58%では1陵墓標の墓の数が墓標を持つ墓の数を上回っている.2つの黒人墓地(地

図上の5K宅91)には，墓標が全く存在しない.墓襟をほとんどもたない黒人墓地は，無秩序な様相を

呈する(写真 1).黒人プロテスタント墓地の中には，足を東に向けた墓の配置がしばしばみられるが，

それ以外の規則的な配置パターンはみられない.新しい墓の存在は 土盛りとプラスチ yク製の造花

によって誰の自にも容易に硲認されるが，埋葬後数年を経た墓は，十'11rを納める木製の幸子器が1i11しつぶ

された後の窪みとなってのみ認められる.

黒人墓地における無墓標墓の卓越は 黒人の低い経済的状態に関連しているものと忠われる.1979 

年における白人]人あたりの所得は， 8，253ドルで、あるのに対し，黒人1人あたりの所得は3，628ドルと，

白人の44%にすぎない.黒人が墓石購入を望んでも，経済的状態がそれを許さない場合があると思わ

れる.

しかし同時に，黒人が墓標を望む度合いが白人よりも低い可能性も見過ごすことはできない.彼ら

がもし墓標を本当に欲するならば木製墓標や自然石などの安iilliな墓襟をおくことも可能であろう.
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第 2図 1!!f，墓標の墓が卓越する墓地の分布

黒人墓地の手入れがそれほど頻繁に行なわれていないことからも 埋葬地点を明示しなければならな

いという意識の低さがうかがえる.黒人墓地においては，埋葬のかなり後になっても，塚の上の造花

がそのまま放置されている場合がある.墓襟が存在しないために 新しい埋葬がすでに遺体が埋葬さ

れている地点に行なわれることもしばしばあるといわれている.

墓地タイプの文脈の中で墓標を理解するときには まずこの墓標の存在に対する集団の価値を問題

にしなければならないだろう.存在する墓標のみからアメリカ文化の理解を試みるときには，黒人の

墓の少なからぬ部分を見落としてしまうことを知らなければならない.

血-2 頭標と足襟

墓の中には， .tÆ葬体の~l~î に相当する地点ばかりではなく，足にあたる部分にも墓擦を置くものがあ

る.一般的に， m~î襟は足襟よりも大きく，より洗練されたものになっている.頭襟と足襟には，商業

Ij~ な墓石ばかりではなく 木製墓標(写真 2)や 鉄製の墓標 自然石(写真 3)などがある.商業



64 

第 3図 ¥Jl'{襟と)E襟を持つ墓が10%灯、 i二を 11iめる墓地の分布

IJJな頭襟は，少なくとも故人の名前と誕生年と を刻印しているのに対して， )E1禁は名前のイニシャ

ルのみを刻んでいる

頭擦とj乏襟両者を持つ墓は，頭株のみをmしIる墓ほど一般1'1<)ではない.両者をmいている墓が半数
以J二を i主める墓地は236のサンプル墓地の中でわず、かに16墓地のみである. しかし ]0%以上の墓が

頭標と定標を持つ墓地の分布を地凶化すると，集団によるが]I，ft若に現れる(第 31詞).

まず，南北jレイジアナの7C呉が明瞭である. 10%以上の慕が0N傑と)J.!.t~l{ をよitつ墓地の主IJ 合は北ルイ

ジアナでは69%であるのに対して，市ルイジアナでは2%にすぎない.この走兵は，市ールイジアナに

おいて大多数の墓が地上~ljt非やコンクリート打\J:U!.非をhなっていることに起因する.地上Jlj!_非主主やコ

ンクリート桔は，それのみでJlIt葬地全体を半永久的に明示する{引きをするために市ルイジアナの人々

は，余分な資金を用いてまで非機能的な):E1紫を設出tしようとしないのであろう.

白人墓地と黒人墓地の差呉も顕著である. 10%以上の幕がと)Ef崇を持つ墓地のiiflJ合は， I~I 人墓

地では55%であるのに対して，黒人墓地で、は12%にすぎない.山人の慕には裳棋を持たないものが多
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第 4図 木製墓際形態

いことが，この数字に反映しているものと忠われる.黒人が白人と比べて埋葬地点を明示しようとす

る傾向が小さいこと，および墓標を購入する経済的なゆとりが小さいことが，黒人墓地の足標の少な

さに現れているのであろう.

国-3 木製墓標

農村墓地には， I詣業 I~l守な墓石以外にも，さまざまな墓標形態が存在する.たとえば，北ルイジアナ

の白人プロテスタント墓地であるオールド・スパルタ墓地(3D)では，自然、石，木製墓標，鉄製の機

械部品，パイプ，鉄製墓標，そしてシーダーの木などが墓標として用いられている.黒人墓地におい

ては，自家製のコンクリート板がしばしば用いられている.南ルイジアナでは，カトリック墓地を中

心に，鉄製・コンクリート製・木製のクロスが分布している.これらの景観要素のうち，本節では木

製の墓標を分析する.木製のクロスに関してはクロスの墓標の節で扱うために，ここでは対象外とす

る.

木製の墓標は，合衆国南部の農村墓地にしばしばみられる非商業的墓標である.材質としてはマツ，

スギ，ヒノキなどが頻繁に用いられている.最も一般的な墓標は，頭に丸みを帯びたタブレット形の
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第5図 木製忍傑の分布

板であり，この形態は手裂のコンクリートの墓石にも商業用の墓石にもみられるものである(第 4I~I， 

写真2).木製墓標独自の形態としては，仁lJ央がくびれ 上方がダイヤモンド形や円形のものなどが

代表的である.この形態の別FI~I として Jeane は 人間の形を似せたのではないかとする 1人の黒人の

意見を紹介している 18)が，それは推測の域をでるものではなく この形態の起訴れこ!羽してはまだ明

らかにされてはいない.この中央がくびれた形態以外に， T字形の木製墓標も存在する.

現在の木製墓標の分布は希で，サンプル墓地の13%に相当する31墓地にのみ存在する.Jeanel9)に

よると，台地南部において木製墓標は，入十ir{矧jから1835年頃まで最も一般的な慕襟形態であり，商業

13ヲ墓襟が卓越してきた後も1930年代頃までj干!し lられ続けた. 1940年代以降は ほとんど使用されなく

なった.筆者の観祭によっても，現在妓っている木製墓標の大多数は 1930年代以前に設置されたも

のである.

木製墓標は，南北ルイジアナの両者に カト J)"Jクにもプロテスタントにも 白人墓地にも黒人墓

地にも，かつ都市墓地にも農村墓地にも分布している(第 5I~I). 木製墓標は台j也市部の J長村墓地に
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特徴的だとする Jeaneの意見20)は，この分布からは支持され待ない.木製墓標は，専門家が考案した

スタイルではないことは硲かであるが，台地南部独自の慕j血タイプ要素というよりは，フランス系ル

イジアナをも含む合衆国の広い地域にわたる景観要素である可能性が高い.木製墓標と文化集団との

関連性を解明するためには，単に材質ばかりではなく，形態の分布を検討する必安があるものと忠わ

れる.

1]] -4 I~I?木石

もう一つの代表的な非賄業的墓標は，木製墓標よりも氷続性のある自然、石である.自然石とはいっ

ても， まったく細工をほどこさない石は少なく，大まかに ì~íりられている場合が大多数である.

ルイジアナ州において顕著な自然石墓標の材質に，アイロン・ロ yクと呼ばれる鉄分を含む赤褐色

の砂石がある(写真 3). McCarter と Kniffen による北ルイジアナのリンカーン ~m における調査によ

ると， 19世紀においてアイロン・口 yクは墓石ばかりではなく，家の台石，煙突，井戸のIftlい，石段，

製品，lfJ干jのひき臼などに使用されていたが， 20 世紀になってほとんど用いられなくなった21) 

I~I~長石墓標の存在する墓地は21墓地にすぎないが，そのすべては北ルイジアナに集中している(第

6121). この分布には，自然石入手の容易さが関連しているように思われる.自然、石墓標の存在する

21基地のうち， 20墓地は!日凌地に存在し 特にアイロン・ロックの墓標は アイロン・ロックの源で

あるクック造山帯上や付近に分和している.南ルイジアナに自然、石が存在しない理由は，おそらくそ

の入手が困難であったからであろう.

この自然石墓標を含む墓地は すべて北ルイジアナ墓地であり 1例を除いてはすべてプロテスタ

ント墓地であるが，自然石墓標が文化的アイデンティティの表現であると断定することには填重でな

ければならない. Newtonは22) 文化集団が独自のタイプの民家を建築する際に その地域に入手で

きる材料を月~¥; ¥る傾向を持つことを指摘している. したがって，異なった材質で作られた民家でも向

じタイプの家屋とみなされる場合が多いとしている.ルイジアナにおいては 自然石を入手し易い文

化集団が， ~ヒルイジアナのプロテスタントに対応しているため，結果としてその集団に片寄った自然

石墓標の分布が現れたとみなされる.

IV-5 クロス

カトリックとプロテスタントはクロスの墓標に異なったシンボル的意味を賦与している.カトリッ

クはクロスを墓標として好んで用しEるが(写真 4) プロテスタントはそれをカトリック的なシンボ

ルとみなし，避ける傾向を持つ23) 合衆国の台地南部のプロテスタントの中には，クロスの墓標と

しての使用をタブー視するものもある24)この傾向は，ルイジアナにおいても顕著である(第 7図)• 

10%以上の墓がクロスの墓擦を持つ墓地の割合は，プロテスタントでは10%にすぎないのに対して，

カトリックでは90%にも達する.

i可様に，南北ルイジアナの差異も際だっている.10%以上の墓がクロスの墓標を持つ墓地の割合は，

北ルイジアナでは4%であるのに対して，南ルイジアナでは76%におよぶ.南ルイジアナにおいては，
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第6図 i当然石墓十;裂の分布

かなりのプロテスタントがクロスの墓標を持っていることが注目される. 10%以上の墓がクロスを持

つプロテスタント墓地の割合は，北ルイジアナでは3%にすぎないのに対して，南ルイジアナでは44%

と半数近くにおよぶ.南ルイジアナにおいて，プロテスタントがクロスの慕襟に対ーして持つ抵抗は，

北ルイジアナに比べてはるかに小さいことがうかがえる.市jレイジアナのプロテスタントは，地域に

優勢的なカト 1)"/ク墓地内の数多くのクロスの墓標景観に長していること，および結婚をも含むカト

リックとの交流が，クロスの比較的高しk頻度となって現れているのかもしれない.さらに，南ルイジ

アナにおける黒人プロテスタントが，比較的安価で，作成の容易なクロスを墓標として選択し安かっ

たとみなすことも可能であろう

十字架(crucifix)の慕襟は，傑になっているキリスト像をも含むクロスの墓標である(写真 5).十

字架墓標を含む墓地の分布は，クロスの分布と類似し，カトリック墓地の割合が66%と高く，プロテ

スタント墓地で3%と低い(第8[;gj ).また，北ルイジアナの割合は3%と低く， N;:jルイジアナでは46%

と比較的高くなっている.十字架墓標の分布がクロスの分布と最も呉なる点は，黒人プロテスタント
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第 7図 クロスを持つ墓が10% 以上を I~î める墓地の分布

墓地に十字架墓擦がほとんどなく サンプル墓地の中では，わず、かに南ルイジアナのセント・メ 1)_ 

~iI~(l 3 J)に l例存在するのみである.十字架墓標はクロスに比べて洗練され，高価で、あるために，黒

人プロテスタントによって購入が容易な墓標とはみなされなかったものと考えられる.十字架墓擦を

含む白人プロテスタント墓地は，南ルイジアナの中や南北の境界帝に分布していることから，プロテ

スタントにおける十字架の使用は 南ルイジアナのカトリックとの文化的接触に関連しているとみな

されよう.

十字架墓標は，クロス慕擦に比べて数が少ない. 34%のカトリック墓地が十字架墓標を持たず，十

字架墓標を持つ46墓地のうち， 29墓地 (65%)においてその数は5つ以下であり， 14墓地 (30%)がl

つしか持たない.唯一の例外というべきアワ・レディ・オヴ・プロムプト・サッカー墓地(l3P)には

76の十字架墓標があるが その大多数は新しい地上埋葬墓に付けられているものである.

十字架墓標の使用は伝統的なものではあるが，ルイジアナであまり普及せず，その大多数は1960年

以昨に設置されたものである.カタログ化された新しい地上埋葬墓の中に，十字架墓標を含むものが
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第8鴎 十字架墓標の分;{jj

現れたために，その頻度が増加している

国一 6 1象

カトリックはマリヤ，天使，聖人，キリストなどの像を墓標として好む傾向を持つが，プロテスタ

ントはそれらをカトリック的なものとしてfJl:l除する傾向がある.その傾向は ルイジアナ州において

も顕著に現れている(第 9的). 1 %以上の墓が像を持つ墓地の割合は，カトリックでは75%であるの

に対して，プロテスタントでは10話にすぎない.

{象の半数以上を占めるマリヤ像は，カトリ yク墓地のみならず N;jルイジアナのプロテスタント墓

地においてもしばしば利用されている(写真 6).次に頻度のi¥芸し】墓標は天使の像であり，カトリ y

クはもちろん，少数の白人や黒人プロテスタントにも用いられている(写真 7).キリスト段や聖人

像は一部の黒人プロテスタントの例外を除けば，カト 1)"jク墓地に絞って分布する.これらの分布パ

ターンから，天使像は白人プロテスタントにとっても カトリック的色彩が薄いものと見なされてい
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第 9密 {象を墓標として用いる墓が1% 以上を I~Î める墓地の分布

ることカfうかカfえる

!日-7 小嗣

カトリ yクの墓には，希に墓襟として小耐(reliquary)を置くものもある.小嗣には，四角や丸い

コンクリートの構造物や 頭部が屋根形や平形をした木製の箱 クロスの中に耐を埋め込んだものな

どさまざまな形態がある(写真8，9、10).いくつかの小柄はマリヤ像やキリスト像を持つが，プラスチ y

ク製の造花を約めるものもある.テキサスナ1'1のメキシコ系墓地では，小柄にさまざまな色彩が施され

ていることが報告されている25)が ルイジアナのサンプル墓地の中の小柄はすべて白く塗られてい

る.

ルイジアナナHにおいては，ノト綿はカトリック墓地のみに分布する(第10図).墓地内における小婦

の数は少ないが，カトリ yク墓地の中で小柄を持つものの割合は50%に達する.小品目jは， きわめてカ

トリック的なアイデンティティを示す墓標とみなされており 南北ルイジアナのプロテスタントの
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第10図小/1日!の分イii

人々へのi羽き取り事例によっても プロテスタントの人々が小雨IJをおくことはありえないこととされ

ている.

日1-8 校、手i結よtの幕僚

合衆国では，会員のキE1JL扶助と共通iヨI'i<Jのために結成される秘密結社が，会員に墓襟を提供するこ

とがある.最も路孝ïな秘密主~\tl: の主主傑は， ウ y ドメン・オヴ・ザ・ワールド (WOW) という生命保

険相互扶助組織のものである.典~~(!サな WOV/ の墓標は，切断された木に wow のシンボルを付け

たものであるが(写真11)，-，者ルイジアナのカトリック慕地では，十字架ーをilったモニュメントが用

いられる場合カf多い.

wowの墓標は，南北ルイジアナのカト 1)_')クとプロテスタントに分布しており，このi主体の宗派

をIg]わない'1"1:十告を反i決している(第11'~I). 者I) T!Y と j長村においては， いくらか都市に偏ったう子ギ官カfみ

られるようであるが，これは主に，者I)T!i-主主地の規模の大きさを反映したものであり，多くの墓を含む
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louisianaζemeterIes 

第11図 ウッドメン・オヴ・ザ・ワールド墓擦の分布

都市墓地がwow墓標を含む雌立が高くなっている.

wow墓標の分布は人種間において最も際だった対照を示している.サンプル墓地における wow

墓襟はすべて白人のものであり 黒人のものは存在しない.この団体は白人も黒人も含むものである

が，黒人の会員がwowモニュメントを購入する資金の余硲がなかったことがこの分布に現れてい

るのであろう.

フリーメーソンも 墓標にコンパスと Gマークをあしらった団体のシンボルを刻む(写真12). 

wow墓標の分布とは異なり，フワーメーソンの墓標は 北ルイジアナの都市の白人プロテスタント

に偏っている(第 121~1).フリーメーソンがプロテスタントの中で特殊な信仰を共有する人々の集ま

りであるために，プロテスタント墓地によくみられることは当然で、あるが，例外的にニューオーリン

ズ， クラウ 1)ー，プラケミン， ドナルドソンヴィルなととの南ルイジアナの都市のカトリック墓地に分

布することは興味深い.カトリックへのフリーメーソンの浸透状況に関しては，より詳細な誠査が必

要であろう.
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第12図 フリー・メーソン墓標の分布

U 結び

本稿は，墓地研究のの中心的対象とされてきた墓襟景観の要素のいくつかを，墓地タイプの文脈の

中で分析した.墓地のタイプ。は住民の文化集団への帰属意識が，景観という形で具現化したものとし

てとらえられる.その意味で，単に自然条件や経済条件の差異によって生み出された景観は，厳密な

意味での墓地タイプの要素とはみなされ得ず，また，ある文化集団に独自のものではない景観要素も，

墓地タイプを構成する本質的な要素とはみなされない.この墓地タイプの視点にたつ分析を通して，

本研究はいくつかの新しい発見を導いた

まず，文化集団との関わりがあるとみなされてきた墓標景観要素の中に 必ずしもそうではないも

のが存在することが明らかになった.たとえば，木製墓標はJeaneなどによって 台地南部の墓地タ

イプ要素であることが繰り返し指摘されてきたが，本研究の結果は 木製墓標が北ルイジアナのプロ

テスタントに限られるものではなく，南ルイジアナ墓地においても，カトリック墓地においても分布

する要素であることを示した.木製墓襟がいかなる集団のアイデンティティの現れであるかを解明す
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るためには，単に材質ではなく，木製墓標の形態の分布を検討する必要があろう.

また， I当然条件が墓伴景観安j!;にi主jわっている例としては，自然石の墓襟がある.とくにアイロン・

口 yクの慕燃の分布は，その入手可能地域と密接な関係を持つ.自然石という材料そのものは，必ず

しも丈化的アイデンティティを表現するものではないために 今後より広い地域にわたる形態の分析

が課題になるであろう

さらに，経済条件が直J妾反映している事例は 玉県人墓地にしばしばみられた.墓標を持たない墓は

黒人墓地に顕若であり，また，紫と足襟両者を持つ墓も ~j~人墓地には少なかった. wowの秘密結

社の墓標が黒人墓地のみにみられなかったことも 黒人の低い経済的状況に関連しているものと忠わ

れる.このような無墓標景観は，文化的アイデンティティ以上に経済的条件に関与していると忠われ

るために，黒人墓地タイプの構成要素とみなすことには慎重でなければならない.

墓f}y{~f去 îtJtの集部による差異には 墓標以外の景観要素の差異に関連している場合もあった.たとえ

ば，南ルイジアナにおいて頭襟と Jli禁両者の使用頻度が低いことには，地上埋葬やコンクリート桔~m

若手が卓越する中にあって jl襟がほとんと"tii能をしなし 1状況が!立j与している.その意味で，頭襟と足

襟両者の使月?の分布の差異は間接的ではあれ，文化EI守アイデンティティを反映していると忠われる.

文化的アイデンティティの差異を最も直接的に示す要素は， クロス，十字架，像，ノト嗣などのカト

リックが好む宗教的モニュメントであった.プロテスタントがこれらの墓標を拒否する程度は，要素

によって異なり，クロスをmし3るプロテスタントは少数ながら存在するが，小婦を用いるプロテスタ
ントの事例は発見されなかった.像に関しでも，プロテスタントの態度は種類によって異なり，天使

{象は比較的受け入れ安いが マリヤ・聖徒・キリスト像を墓標として用いることに対する抵抗は大き

し¥

これらのカトリック iねな墓標に対ーするプロテスタントの態度は，北ルイジアナと南ルイジアナでは

異なる.北ルイジアナのプロテスタントはこれらの要素を拒否する度合いが強いが， r~守ルイジアナで

は，クロス，十字架， f象などをある程度受容している.カトリックが卓越する南ルイジアナにおいて，

カト 1)"'Jク的景観に'慣れ殺しんでいることや 結婚をも含む交流の機会の多さが，カト 1)"'Jク的な要

素への抵抗を低くさせたのかもしれない.南ルイジアナのプロテスタント，とくに黒人プロテスタン

トが:jヒルイジアナのプロテスタントとは異なった独自の文化的アイデンティティを発展させてきたこ

とは，前稿2G)においても報告したが，この実態に関してさらに研究を進めていく必要があろう.
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Gravemarkers of Louisiana Cemeteries 

Tadashi NAKAGAWA 

This stucly analyzes the gravemarkers of Louisiana in the context of cemetery types. ¥ヘlhile

the style refers to a fashion of a specific pe1"iocl， the type stancls for a moclal pattern to which the 

members of a group attempt to match in clifferent clegrees of faithfulness. ¥Nhile tombstone styles 

have attractecl many stuclies of historical archaeology ancl architecture history， geographers' focus 

has been upon cemetery types establishecl by clifferent culture g1"oups. Tombstone analysis in 

the context of cemetery types requires the iclentification of correlations between tombstone lancl-

scape patterns ancl specific ethnic、religious‘anclracial groups 

The data of gravemarkers were collected through field survey of Lhe cemeLeries samplεd from 

the entire state. From 3，180 cemeteries identified in the topographical quadrangles， 236 were 

chosen for analysis by means of a stratified sampling. From each fifteen minute map within 

Louisiana， the cemetery closesl to the center of the map was selectecl. ln adclition to those 

cemeteries， one f1"om each parish seat was chosen in orcler to achieve a balance between urban 

and rural cemeteries. The gravemarker lanclscape traits were mapped ancl were associated with 

such attributes as culture area， religion， race， and urban-rural affiliation 

The unmarked graves characterize black cemeteries While all white cemeteries have more 
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marked than unmarked graves， 58 percent of sample black cemeteries are predominantly 

unmarked. Unmarked graves in black cemeteries mainly resulted from the low economic status 

of the blacks. The possibility exist， however， that their desire for the marker is weaker than 

that of the white 

Some burials have both head and foot markers. The contrast between North and South 

LOllisiana is evident. The majority of North Louisiana cemeteries have at least 10 percent of 

graves with head and foot markers， whereas only 2 percent of South Louisiana cemeteries have 10 

percent or more. As many burials in SOllth Louisiana take place in above-ground or concrete 

vaults， people do not desire to place the unfunctional foot marker with the extra cost. 

Wooden board markers are distributed in both North and South Louisiana. Catholic and Pro-

testant， white and black， and urban and rural cemeteries. This result does not support the re-

port that wooden board markers are characteristically U pland South traits 

Natural rock markers are identified in North Louisiana where the rock is available. One 

notable kind of natllral rock marker is that of iron rock， a dark reddish-brown sandstone. 1ron 

rock markers are also distributed in the proximity to Cook MOllntain Formation， which is the 

most abundant source of the iron rock 

Cross， crucifix， statlles， and reliquary markers are predominantly Catholic. While some Pro-

testants in South LOllisiana llse crosses and angel statues， all reliquary markers are those of 

Catholics. 

Woodmen of the World monllments are distributed both in North and South Louisiana 

Althollgh this society has both white and black members， no black cemeteries display Woodmen 

of the World Markers. 

The Order of Masons erects markers with Masonic symbols. Masonic markers are seen 

mostly in North Louisiana， Protestant， white， and urban cemeteries. Althollgh Catholics usually 

do not belong to the Masonic society， some exceptions are seen in the cities in South Louisiana. 
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写真 1 墓標がほとんど存在しない黒人

墓地

埋葬地点は，土の重みで結がつぶれ，陥

没した穴によって確認できる.

(ワシントン・チャペル墓地，地図上の

位置 11; 1985年3月)

写真2 タブレット型の木製頭標と足襟

(ピース ・グローブ墓地， llQ; 1985年1

月)

写真3 アイロン・ロックの頭標と足標

19世紀末に{寸近で採掘できる鉄分を含有

する砂岩を墓標とする習慣が北ルイジア

ナのリンカーン郡を中心とする地域でみ

られた.

(テイラー墓地， 3E; 1985年3月)

写真4 クロス墓標の卓越するカトリッ

ク墓地

ルイジアナのカトリ yクは，クロスやコ

ンクリート械を白ぇ塗ることによって聖

なる空間を生みだそうとする

(スイール墓地，13G; 1985年4月)
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写真5 十字架墓標

十字架(crucifix)は，礁になったキリス

トをも 含むク ロスであり，白人のカト

リックの墓に用いられることが多い.

(アセンション・カ トリ yク墓地， アセ

ンション郡;1984年10月)

写真6 マリヤ像の墓標

(セント・ フランシス・ オヴ・ア ッシジ

墓地，アセンション郡;1984年9月)

写真7 天使像の墓標

天使像は，カ トリ ァク墓地に多くみられ

るが，希にプロテスタン卜墓地にも分布

する.

(セント ・メリー墓地. 10K; 1985年10

月)

写真8 マリヤ像を収めた小嗣

(セント・バーナード・カトリ ック墓地，

13Q ; 1984年12月)
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写真9 地上埋葬墓上の造花を収めた小

肩l

(セント・ランド リ←・カトリ ヅク墓地，

10H ; 1985年4月)

写真10 十字架形の小嗣

(セント ・ランド リー・カトリ ァク墓地，

10H ; 1985年4月)

写真11 秘密結社ウ ッドメン ・オヴ ・

ザ・ワールドの墓標

(マグノリア墓地， 11L; 1985年11月)

写真12 秘密結社フリー・メーソンの墓

標

(マグノ リア墓地， 11L; 1985年11月)
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